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し、覆工板を設置します。

専用覆工板（積算編参照）、本覆工板等の設置作業。

道路開放時は、機械退避、機械再設置後、圧入機の運転、掘削・積込み等の一連の
作業を開始します。
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159

検討します。

して、立坑築造時及び底スラブコンクリートの養生時は立坑内の水位を地下水位以上に保つこと、

を標準とします。但し、自治体の責任においてケーシングを回収（引抜）する場合は、レボ
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控除
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引き上げ

控除
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６.  レボⅡ工法用円形簡易覆工板用受桁について

　レボⅡ工法用円形簡易覆工板をより小さく、より安全に、より適用範囲を広げるためにレボⅡ 
工法用円形簡易覆工板用受桁を開発致しました。レボ工法用円形簡易覆工板用受桁は、意匠第
1118740号をもって意匠登録が認められました。この受桁の大きな特徴を下記に挙げます。（詳
細形状は参考資料P172参照）

① 荷重T─25に対応しています。
　 従来、円形簡易覆工板は路面に直に置いていたため路面側の強度が保証できませんでしたが、
円形簡易覆工板にかかる荷重を強度的に証明できる専用受桁が支えるため、安全性の向上に
繋がります。
② 円形簡易覆工板の外径を小さくすること（占有面積を小さくすること）が出来ます。
　 従来、円形簡易覆工板は路面に直に置いていたため、安全性を高めるため、立坑径に比較し
てかなり大径の覆工板を使用して路面への設置面積を広くとっていましたが、専用受桁を使
用することにより円形覆工板の外径を受桁の外径に合わせることが出来るため、路面の占有
面積が小さくてすみます。
③ 土砂等のケーシング立坑内への崩落を防ぐことができます。
　 円形簡易覆工板にかかった荷重がケーシングに伝わらないよう、覆工板とケーシングの隙間
を5cm～ 10cm設けているため、その隙間からケーシング立坑内に多少の土砂等の崩落が
生じることがありましたが、専用受桁をケーシング立坑の周囲に掘り下げて設置するため、
土砂等のケーシング立坑内への崩落を防ぐことができます。
④ 設置撤去作業が容易に出来ます。
　 従来の四角形覆工板用受桁は、H形鋼やC形鋼を現場で溶接して設置していたため、設置及
び撤去に時間がかかっていましたが、円形簡易覆工板は、ユニット化された専用受桁である
ため設置撤去作業が容易に出来ます。
⑤ 2t車にて搬入が可能です。
　 円形簡易覆工板の外径が小さくなったため、重量をさらに軽くすることができました。



REVOHGT立坑機
レボHGT工法
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１．特徴

⑴呼び径　φ1500、φ1800、φ2000、φ2500 の立坑築造が可能です。

⑵刃先に超硬チップを取り付ける事で、玉石や岩盤でも施工可能です。
　（適用土質参照）

２．レボHGT立坑機の仕様

 レボHGT工法

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

最大圧入力 ：274.4kN（28tf）（要反力）

最大引抜力 ：637kN（65tf）

回転トルク：490kN・m（50tf・m）

本 体 重 量：12.5ton

主 要寸 法：L4590×W3000×H2308mm

ケーシング呼び径 ：φ1500、φ1800、φ2000、φ2500

10.6ton（1.7ton×4、1.9ton× 2）

ユニットエンジン出力 ：37.5kW/2000min-1  2.4ton

油圧式クラムシェル（テレスコピック型）

交流アーク溶接機（手動）　ディーゼルエンジン付　250A

トラッククレーン（25t吊）

2 t、4 t

φ1500×1.5m×1本 ,φ1500×1.0m×1本

φ1800×1.5m×1本 ,φ1800×1.0m×1本

φ2000×1.5m×1本 ,φ2000×1.0m×1本

φ2500×1.5m× 2本

レボ HGT 立 坑 機

カウンタウエイト

油 圧 ユ ニ ッ ト

掘　　 削　　 機

電 機 溶 接 機

トラッククレーン

ダ ン プトラック

仮 設 ケーシング
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１．施工概要

３－１．標準施工フロー図

機　材　搬　入

機　械　設　置

圧入掘削積込み

施工本数分
繰り返し

道路開放時
立坑間移動

土　砂　運　搬

土 砂 仮 置 き

1次掘削（試験掘削工）

埋 　 戻 　 工

ケーシング溶接 機　械　退　避

底盤コンクリート打設

ケーシング引上げ

機　械　撤　去

水替、泥水運搬処理

機　材　搬　出

マンホール築造

ケーシング撤去

（注）　本積算資料で対応しているのは実線部分のみである。
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Uモール1500Hシリーズ
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Ｕモール1500Ｈシリーズで使用する鋼管の有効長は、発進立坑により決定され、下表を標準とします。   

500
500

800
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簡易立坑機
レボミニ工法
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490.0

9.0

591.6

9.0

693.2

9.0

794.8

9.0

896.4

9.0

998.0

9.0
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